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正式には「賀茂御祖神社

（かもみおやじんじゃ）」

とよびます。 
京都は鴨川を中心に町づ

くりがなされており、鴨

川の下流にまつられてい

る 
お社というところから

「下鴨（しもがも）さん」

とか「下鴨神社（しもがも）」と親しくよばれています。

東西の両本殿はともに国宝に指定されています。
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下鴨神社 
http://www.shimogamo-jinja.or.jp/ 
 
 下鴨神社は、正式には「賀茂御祖神社（かもみおやじんじゃ）」とよばれています。京都は鴨川を中

心に町づくりがなされていることから、京都の人は親しみを込めて「下鴨さん」と呼んでいます。 
 
 東西の両本殿はともに国宝に指定されています。 
【ご祭神】 
 賀茂建角身命（かもたけつぬみのみこと） 西殿 
 玉依媛命   （たまよりひめのみこと） 東殿 
 
 下鴨神社の公式サイトによりますと、下記の記述があります。 
 
 創祀の年代を特定することは出来ないが、『日本書紀』神武天皇二年（BC 六五八）二月の条に、当神

社御祭神、賀茂建角身命を奉斎していた一系流「葛野主殿県主部」との氏族の名がみえる。 
 
 この氏族は、賀茂建角身命の先の代、天神玉命を祖神とする鴨氏と同じ氏族であったことで知られて

いる。 
 
 賀茂建角身命は、古代の京都をひらかれた神さまです。山城の国一宮として京都の守護神としてまつ

られています。平安京が造営されるにあたって、まず当神社に成功のご祈願が行われました。以来、国

民の平安をご祈願する神社と定められました。 
 
 ２１年に一回、式年遷宮が行われます。 
 
  式年遷宮 
  http://www.shimogamo-jinja.or.jp/senguu.html 
 
 山城国『風土記』などに、玉依媛命が鴨川で禊（みそぎ─身を清める儀式）をされているときに、上

流より流れ来た丹塗の矢を拾われて床におかれたところ、矢は美しい男神になられ、結婚された。 
 
 そしてお子をお生みになったとの神話が伝えられていますので、古くから縁結、子育ての神さまとし

て信仰されています。 
 
 当神社は、国家国民の安穏と世界平和をご祈願する守護神であるとともに、厄除、縁結、安産、子育、

交通安全など人々の暮らしを守る神さまです。 
 
 
楼門 
高さが３０ｍもある朱色の楼門は、遠くからも目立ちます。東西の回廊を持ち古代様式を伝える建造物

です。２１年ごとの式年遷宮毎に造替されてきましたが、寛永年間の式年遷宮以降は解体修理により保

存され、今日に至っています。 
 
 



橋殿（重要文化財） 
 
御蔭祭（みかげまつり）の時、御神宝を奉安する御殿。御幸の時に公卿や殿上人の控えどころとしても

使われてきました。昨今では、正月神事などの時に神事芸能が法のされます。２１年毎の式年遷宮の時

に解体修理が行われます。 
 

 



 
言社（ことしゃ）は、「大国さん」と呼ばれる、大国主命のことで、七つのお社があります。干支の守

護神としても知られ、子年から亥年までが七つのお社としてあり、古くから信仰を集めています。 
 
 
  


